
年間授業計画　新様式

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
〇 〇 1

１
学
期

２
学
期

Ｃ 単元　熱とエネルギー
【知識及び技能】熱と温度、熱
量、熱と仕事について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
熱とは何かを考える。熱の計算が
できる。物質の状態変化について
理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
熱について自ら考え、疑問を持
つ。

・指導事項　熱について基本的な
概念を理解させる。温度と熱の関
係を理解させる。熱の計算をさせ
る。熱と物質の状態変化について
理解させる。熱と仕事の関係を理
解させる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】熱についての基本的な事項を
理解しているか。熱に関しての数式から数値
が求められるか。仕事についての数式が扱え
るか。
【思考・判断・表現】熱とは何かを説明でき
るか。仕事とは何かを理解しているか。熱力
学の第一法則を扱えるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱について自ら考え、計算などを自ら進んで
行っているか。自ら疑問を持てるか。

〇 〇 〇 13

定期考査 〇 〇 1

Ｄ 単元　力
【知識及び技能】力の合成、分
解、作用反作用、力のつり合い、
摩擦力、浮力について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルについて理解し、力の合
成、分解について作図ができる。
力の計算ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
力について自ら考え、疑問を持つ
ことができる。

・指導事項　ベクトルについて理
解させる。力の合成分解を作図さ
せる。作用反作用の法則を理解さ
せる。力のつり合いについて理解
させる。力の計算をさせる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】ベクトルについて理解し、力
の合成、分解の作図が書けるか。
作用反作用の関係を指摘できるか。
力のつり合いの関係を指摘できる。力の計算
ができるか。
【思考・判断・表現】
力の合成、分解の作図ができるか。作用反作
用と力のつり合いの違いが判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
力について自ら考え、計算、作図などを進ん
でしているか。自ら疑問を持てるか。

〇 〇 〇 13

身の回りの物理現象について、理解し適切に使うことができる。

物理現象に興味を持ち、自ら調べたり、科学的
な話題に興味を持ち自ら学ぶ態度を身に付け
る。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

実社会で必要な物理の知識や技能を身に着けて
いる。

速度、加速度、力、波などの基礎的な物理知識
を活用して、物理的な現象の理解を深める。ベ
クトルなどの、抽象的な物理概念を理解しそれ
を活用できる。

高校物理基礎　実教出版

理科

基礎的な物理知識や、抽象的な物理概念を学び、思考力判断力を高める。

生涯にわたり物理的な思考を養い、その能力の向上を図る態度を身に付ける。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

A 単元　波の性質
【知識及び技能】波と粒子の違い
を理解し、波長、振幅、周期など
を理解し、求めることができる。
横波と縦波、重ねあわせに原理、
波の反射について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
グラフから数値を求めることがで
きる。数式から数値を求めること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
波の特性について自ら考え、疑問
を持つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

物理基礎

（Ａ組：　） （　Ｂ組：　） （　Ｃ組：　） （Ｄ組：　）

理科 物理基礎 2

理科

11

定期考査 ○

・指導事項　波に関する基本的な
用語を理解させる。グラフから数
値を読みとることができるように
する。波の合成図がつくれるよう
にする。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】波についての基礎知識が身に
付いたか。グラフや数式から数値を求められ
るか。波の合成図が書けるか。
　
【思考・判断・表現】
重ねあわせの原理の理解。合成派の作成。
数式やグラフから数値を求められる。

【主体的に学習に取り組む態度】
波の計算やグラフから数値を求める、作図な
ど、自ら積極的にに行っているか。自ら疑問
を持てるか

○ ○ ○ 11

1

・指導事項　音に関しての基本的
な現象を理解させる。倍音につい
て作図させる。共振、共鳴につい
て理解させる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】音に関しての基本的な現象を
理解しているか。倍音について作図ができる
か。固有振動について理解しているか。
　
【思考・判断・表現】
うなりや、共振、共鳴が起こるかどうか判断
できる。倍音を作図することはできる。
固有振動数と地震の被害について理解してい
るか。

【主体的に学習に取り組む態度】
音の計算や、作図を自ら積極的に行っている
かどうか。自ら疑問を持てるか。

○ ○

定期考査
○ ○

1

Ｂ 単元　音
【知識及び技能】音の伝わり方、
弦の振動、気柱の振動について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
うなりの仕組み、共振、共鳴につ
いて理解し、うなりや共鳴、共振
が起こるかどうか判断できる。
固有振動について理解し、地震の
被害について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
音について自ら考え、疑問を持
つ。

○

○



定期考査 〇 〇 1

〇 17

合計

70

３
学
期

Ｅ 単元　運動の表し方　運動の法
則
【知識及び技能】速さ、等速直線
運動、相対速度、加速度、運動の
法則について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
加速度運動と等速直線運動の違い
を理解し、加速度と力の関係を理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方、運動の法則につい
て興味を持ち、自ら考え、疑問を
持つことができる。

・指導事項　等速直線運動、加速
度運動、力と加速度運動の関係を
理解させる。
・教材　教科書
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】　運動の表し方、速度加速度
の計算、力が働いた時の物体の加速度を計算
することができる。
【思考・判断・表現】加速度運動をしている
物体には力が働いていることを理解している
か。地球上で物体が静止していることと、力
の関係を正しく理解しているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
加速度と力の関係について自ら理解しようと
努力しているか。自ら疑問を持てるか。

〇 〇


